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文星芸大附 now!

サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
南
ア
フ
リ
カ
大
会
で
、
日

本
チ
l
ム
を
ベ
ス
ト
凶
に
導

い
た
日
本
代
表
監
督
の
岡
田

武
史
氏
が
、
大
会
終
了
後
に

語
っ
た
言
葉
の
中
に
、
次
の

よ
う
な
言
葉
が
あ
る
。

「
本
当
の
意
味
で
の
強
い
変

革
と
い
う
の
は
、
本
人
が
ど

う
し
て
も
変
わ
り
た
い
と
い

う
思
い
で
あ
る
。
」

指
導
者
が
あ
れ
こ
れ
教
え

よ
う
と
し
て
も
、
選
手
本
人

が
自
分
自
身
を
強
く
し
よ
う
、

変
え
よ
う
、
成
長
し
よ
う
と

Eコ
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す
る
気
持
ち
を
持
た
な
い
と

強
く
な
れ
な
い
し
、
成
長
し

な
い
と
い
、
つ
こ
と
だ
と
思
う
。

そ
の
た
め
に
は
ま
ず
、
「
で
き

る
こ
と
か
ら
や
る
」
と
い
う

こ
と
が
大
切
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
不
満
や
愚
痴
は
何
の

力
に
も
な
ら
な
い
の
だ
か
ら
、

不
平
不
満
や
愚
痴
を
言
わ
ず
、

「自
分
が
何
を
す
べ
き
か
」
を

考
え
、
で
き
る
こ
と
か
ら
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
大
切

な
こ
と
だ
と
思
う
。

そ
し
て
、
夏
季
特
別
教
育

活
動
期
間
の
よ
う
に
長
い
期

間
に
な
る
と
、
や
れ
ば
や
る

ほ
ど
精
神
的
に
も
肉
体
的
に

も
疲
れ
が
出
て
く
る
こ
と
だ

ろ
う
。
し
か
し
そ
ん
な
時
こ
そ
、

そ
の
よ
う
な
苦
し
さ
を
体
験

す
る
こ
と
に
も
意
味
が
あ
る

こ
と
だ
と
思
う
。

「あ
あ
、
も
う
限
界
だ
!
」

と
感
じ
た
と
き
、
本
当
に
そ

こ
が
限
界
な
の
だ
ろ
う
か
。

苦
し
き
辛
さ
か
ら
逃
れ
よ
う

と
し
て
い
る
だ
け

で
は
な
い
の
だ
ろ

う
か
。

あ
る
い
は
、
限

界
を
乗
り
越
え
よ

う
と
最
善
を
尽
く

し
た
だ
ろ
う
か
。

自
分
自
身
で
自
分

に
乗
り
越
え
ら
れ

な
い
壁
を
作
っ
て

し
ま
っ
て
は
い
な

い
だ
ろ
う
か
。

大

木
生
徒
諸
君
!

こ
の
夏
休
み
、

学
習
に
お
い
て
も

部
活
動
に
お
い
て

も
、
で
き
る
こ
と 贋

文星芸大間now!

は、平成17年4月

に「文星芸術大学

附属中学校」の開

校に合わせて発

刊されました。

巳

か
ら
や
っ
て
ほ
し
い
。
た
と
え
、

難
し
い
問
題
が
解
け
な
く
て

も
よ
い
し
、
す
ば
ら
し
い
技

や
プ
レ
ー
が
で
き
な
く
て
も

よ
い
。
自
分
の
壁
を
乗
り
越

え
る
と
い
、
っ
、
ど
ん
な
こ
と

に
も
応
用
で
き
る
基
礎
的
な

力
を
し
っ
か
り
と
身
に
付
け

て
ほ
し
い
。

夏
休
み
が
有
意
義
に
な
る

こ
と
を
祈
っ
て

d
dの
曲
「
一

心
不
乱
」
の
中
の
言
葉
を
君

た
ち
に
贈
る
。
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文星芸大附 now!

青
年
期
を
迎
え
た
生
徒
諸
君

ら
の
心
の
中
に
は
、
大
人
扱
い

し
て
欲
し
い
自
分
と
ま
だ
子
供

で
い
た
い
自
分
が
同
居
し
て
い

る
と
思
う
。
お
そ
ら
く
、
頭
で
は

理
解
し
て
い
る
が
、
心
で
は
理

解
で
き
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

高
校
生
と
な
っ
て
時
間
や
活

動
範
囲
が
広
が
り
、
大
人
と
同

じ
行
動
を
し
た
い
と
思
う
こ
と

が
出
て
く
る
は
ず
だ
。
が
二
歩

踏
み
違

h

え
れ
ば
大
変
な
問
題
行

動
へ
と
つ
な
が
り
、
そ
れ
に
は

責
任
と
い
う
も
の
が
付
い
て
く

る
の
だ
。
し
か
も
、
現
実
は
大
人

に
頼
ら
な
け
れ
ば
解
決
で
き
な

い
事
だ
ら
け
で
、
こ
う
し
た
時

の
ブ
レ
ー
キ
の
掛
け
方
を
知
っ

て
い
る
の
だ
ろ
、
っ
か
。

夏
季
特
別
活
動
期
間
に
は
、

多
く
の
時
聞
が
用
意
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
時
間
を
無
駄
に
せ
ず

様
々
な
事
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
、

平成24年 7月20日

多
く
の
経
験
と
葛
藤
を
繰
り
返

し
な
が
ら
、
物
事
の
良
し
悪
し

を
正
し
く
判
断
で
き
る
自
律
(
自

ら
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
)
し
た
自

分
を
確
立
し
て
欲
し
い
。
そ
れ

は
、
君
達
次
第
だ
。

進学指導部長

馬場義浩

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
な
き
進
学
は
リ

ス
ク
を
伴
う
」

進
学
希
望
者
が
増
え
、
進
路

も
多
岐
に
渡
る
こ
と
か
ら
、
生

徒
の
中
に
は
希
望
や
実
力
伸
長

と
い
う
よ
り
も
負
担
の
軽
さ
を

求
め
、
推
薦
や

A
O
入
試
に
流

れ
る
ケ

l
ス
が
増
え
て
い
る
。

早
く
進
路
を
決
め
て
安
心
を
し

た
い
と
い
う
気
持
ち
も
解
ら
な

く
は
な
い
が
、
必
死
に
受
験
勉

強
す
る
こ
と
で
学
ぶ
こ
と
は
、

今
後
の
人
生
に
お
い
て
役
立
つ

こ
と
が
少
な
く
は
な
い
。
人
か

ら
与
え
ら
れ
た
こ
と
は
、
辛
い

時
や
困
難
に
出
会
っ
た
時
、
そ

れ
を
乗
り
越
え
る
力
を
生
み
出

す
こ
と
は
な
い
。
自
ら
や
り
た

い
と
思
っ
た
こ
と
で
あ
れ
ば
困

難
も
乗
り
越
え
ら
れ
る
し
、
歩

み
を
止
め
る
こ
と
は
な
い
は
ず

で
あ
る
。
夏
季
特
活
期
間
中
は
、

部
活
動
や
家
庭
生
活
の
中
で
自

分
の
適
性
を
見
つ
め
直
し
、
オ

ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
な
ど
へ
の

参
加
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
学

力
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
し
っ

か
り
と
努
力
を
し
て
欲
し
い
。

本
校
で
は
、
毎
年
六
月
に
就

職
を
希
望
す
る
生
徒
と
個
別
面

談
を
行
っ
て
い
る
が
、
近
年
は

就
職
難
と
い
う
背
景
か
ら
か
、

就
職
に
対
す
る
意
識
の
高
さ
を

感
じ
る
。

し
か
し
、
他
の
学
校
の
生
徒

も
同
じ
状
況
下
で
あ
り
、
よ
り

ハ
イ
レ
ベ
ル
を
求
め
ら
れ
る
就

職
試
験
が
九
月
か
ら
始
ま
る
。

よ
っ
て
、
こ
の
夏
季
特
活
期
間

は
夏
休
み
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で

は
な
く
、
ま
さ
し
く
就
職
活
動

期
間
と
し
て
日
々
を
大
切
に
過

ご
し
て
も
ら
い
た
い
。
言
う
ま

で
も
な
く
就
職
は
人
生
を
大
き

く
左
右
す
る
出
来
事
、
そ
れ
故

に
志
望
先
を
ど
こ
に
す
る
か
迷

い
、
悩
み
、
相
談
し
、
最
後
は
自

ら
決
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

就
職
試
験
ま
で
残
さ
れ
た
期
間

は
約
二
ヶ
月
、
そ
の
中
で
ど
こ

ま
で
就
職
を
意
識
し
成
長
で
き

る
か
が
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ

就職指導部長

湊谷浩司

る
。
就
職
を
希
望
す
る
生
徒
諸

君
は
不
安
が
募
る
毎
日
で
あ
ろ

う
が
、

『元
気
で
・明
る
く
・
や
る

気
』
が
あ
れ
ば
必
ず
就
職
は
決

ま
る
と
信
念
を
持
ち
、
就
職
試

験
に
臨
ん
で
も
ら
い
た
い
。

普
通
科
総
合
コ
I
ス

《
調
理
》

六
月
六
日
・七
日
、
三
年
生
調

理
選
択
者
五
十
五
名
は
、
文
星

短
大
で
の
和
食
実
習
に
参
加
し

ま
し
た
。
献
立
は
、
「
牛
カ
ル
ピ

肉
卵
井
」
と
「
鶏
大
根
煮
付
け
」

の
ボ
リ
ュ
ー
ム
あ
る
二
品
で
し

た
。
ま
た
、
調
理
の
基
本
と
な
る

か
つ
ら
む
き
も
学
び
、
慣
れ
な

い
包
丁
使
い
に
悪
戦
苦
闘
の
様

子
の
生
徒
も
い
ま
し
た
。
日
常

の
実
習
で
は
見
ら
れ
な
い
眼
差

し
が
あ
り
、
活
気
に
満
ち
溢
れ

た
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
ご

六
月
八
日
、
本
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
お
い
て
創
立
記
念
式
典
お

よ
び
新
入
生
歓
迎
体
育
大
会
が

行
わ
れ
た
。
式
典
で
は
理
事
長
・

学
校
長
よ
り
式
辞
を
頂
き
、
引

き
続
き
実
施
さ
れ
た
体
育
大
会

で
は
、
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル・
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
の

二
種
目
が
行
わ
れ
、

照
り
つ
け
る
太
陽
の
下
、
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
各
種
目

を
通
し
て
心
を

一
つ
に
し
「
優

勝
」
と
い
う
目
標
に
向
か
い
力

を
尽
く
し
た
経
験
は
、
ク
ラ
ス

の
団
結
力
を
よ
り
強
い
も
の
に

し
た
に
違
い
な
い
。

指
導
い
た
だ
い
た
樋
山
先
生
は
、

本
校
(
宇
学
)
卒
業
生
で
も
あ
り
、

在
学
中
の
こ
と
や
和
食
料
理
を

志
し
た
話
、
職
業
経
験
談
も
交

え
て
わ
か
り
や
す
い
説
明
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
三
年
生
は
昨

年
二
月
に
も
短
大
実
習
で
ご
指

導
を
頂
い
た
の
で
緊
張
感
の
中

に
も
楽
し
さ
も
含
ま
れ
た
授
業

と
な
り
ま
し
た
。

総
合
体
験

《総
合
ビ
ジ
ネ
ス
科
三
年
生
》

六
月
二
十
二
日
、
茨
城
県
に

あ
る
キ
ュ

ー
ピ
ー
五
霞
工
場
を

見
学
し
ま
し
た
。
工
場
内
は
衛

生
・安
全
管
理
が
徹
底
し
て
お
り
、

製
品
が
で
き
る
ま
で
の
工
程
は

と
て
も
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
で
、
卵

大

結

果

A 
Zミ

ニ
種
目
総
合

【優

勝

}一
年

二
年

三
年

八
組
(
普
総
)

七
組
(
普
総
)

八
組
(
普
総
)

準
優

= 一一 勝
年年年

七
組
(
普
総
)

一
組
(
英
進
)

五
組
(
普
総
)

位
}一

年
九
組
(
普
総
)

二
年
十
一
組
(
総
ビ
)

三
年
四
組
(
普
進
)

を

一
秒
間
に
何
個
も
割
る
工
程

は
目
を
見
張
る
も
の
で
、
製
品

の
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
の
試
食
も
行

い
、
収
穫
の
多
い
工
場
見
学
で

し
た
。

《
総
合
ビ
ジ
ネ
ス
科
二
年
生
》

六
月
二
十
一
日
、
文
星
芸
大
・

短
大
に
お
い
て
陶
芸
と
調
理
実

習
に
参
加
し
ま
し
た
。
午
前
中

は
林
先
生
の
ご
指
導
の
も
と
陶

芸
体
験
を
し
、
生
徒
は
真
剣
そ

の
も
の
で
ろ
く
ろ
を
回
し
て
い

ま
し
た
。
午
後
は
短
大
で
和
食

実
習
を
し
二

年
生
以
来
の
調

理
実
習
で
期
待
感
と
緊
張
感
で

戸
惑
っ
た
様
子
で
し
た
が
、
出

来
上
が
っ
た
料
理
を
見
て
ほ
っ

と
し
た
よ
う
で
、
美
味
し
く
完

食
し
ま
し
た
。
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七
月
末
か
ら
北
信
越
5
県
で

開
催
さ
れ
る
高
校
総
体
「
2
0

1
2
北
信
越
か
が
や
き
総
体
」

の
県
予
選
会
(
以
下
I
H
予
選
)

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
主
な

結
果
等
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

※
(
英
)
H
英
進
科
、
(
普
)
H
普
通
科

文星芸大附 now!

卓

球

部

迫
田
選
手
個
人
を
制
覇
し

全
国
大
会
出
場
!

六
月
八
日
(
金
)
か
ら
十
日
(
日
)

に
行
わ
れ
た

I
H
予
選
に
本
校

卓
球
部
が
出
場
し
た
。
団
体
は

惜
し
く
も
4
位
入
賞
と
な
っ
た

が
、
個
人
戦
で
迫
田
樹
選
手
(
普

二
年
)
が
決
勝
に
進
出
。
近
藤
選

手
(
作
新
学
院
)
を
退
け
、
県
大

会
を
優
勝
で
飾
っ
た
。
八
月

一

日
(
水
)
か
ら
長
野
県
で
開
催
さ

れ
る
本
選
に
お
い
て
も
、
文
星

の
、
そ
し
て
県
の
代
表
と
し
て

全
力
を
尽
く
し
て
欲
し
い
。

口す

テ

ニ

ス

部

I
H
予
選
団
体
準
優
勝

シ
ン
グ
ル
・
ダ
ブ
ル
ス

4
強

五
月
二
十
六
日
(
土
)
、

二
十

七
日
(
日
)
、
六
月
二
日
(
土
)
に

行
わ
れ
た

I
H
予
選
に
、
本
校

テ
ニ
ス
部
が
出
場
し
た
。

団
体
戦
決
勝
、
昨
年
の
雪
辱

31 (3 )第

を
果
た
す
べ
く
足
工
大
附
属
と

対
戦
す
る
も
、
惜
し
く
も
準
優

勝
と
な
っ
た
。
ま
た
、
シ
ン
グ
ル

ス
で
柿
沼
拓
実
選
手
(
普
二
年)、

ダ
ブ
ル
ス
で
阿
久
津
亮
汰
(
普

=
一
年
)
・
竹
村
健
太
(
英
三
年
)
組

が
ベ
ス
ト

4
と
な
っ
た
。

ま
た
、
本
校
テ
ニ
ス
部
は
七

月
十
三
日
(金
)
か
ら
千
葉
県
で

開
催
さ
れ
る
第
節
団
関
東
ジ
ュ

ニ
ア
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
出
場

も
決
め
て
い
る
。

《
お
詫
び
》
前
号
(
初
号
)
4
ペ

ー
ジ
で
阿
久
津
亮
汰
選
手
の
字

が
間
違
っ
て
い
ま
し
た
。
訂
正

い
た
し
ま
す
。

パ
-M
ヶ
wzト
啄

i
ル
部

I
H
予
選
無
念
の
準
優
勝

六
月
十
八
日
(
土
)
か
ら
開
催

さ
れ
た

I
H
予
選
に
本
校
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
が
出
場
。二

十
六
日
(日
)
に
行
わ
れ
た
決
勝

戦
で
ラ
イ
バ
ル
宇
都
宮
工
業
と

対
戦
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
を
か
け

た
意
地
の
ぶ
つ
か
り
合
い
と
な

っ
た
が
、
惜
し
く
も
準
優
勝
と

な
っ
た
。

柔

道

部

I
H
予
選
菊
地
選
手
準
優
勝

団
体
3
位
入
賞

六
月
十
六
日
(土
)
に
行
わ
れ

た、

I
H
予
選
個
人
の
部
に
本

校
柔
道
部
が
出
場
。

ω同
級
決

勝
で
本
校
の
菊
地
璃
久
選
手
(
普

二
年
)
が
田
中
選
手
(
白
鴎
)
と

全
国
大
会
出
場
を
争
い
、
惜
し

く
も
準
優
勝
と
な
っ
た
。
ま
た
、

担
同
級
で
薄
井
智
靖
選
手
(普

三
年
)
、
卯
見
級
で
唐
津
甲
知
選

手
(普
二
年
)
が

3
位
入
賞
、
団

体
戦
も
3
位
入
賞
を
果
た
し
た
。

ま
た
、
本
校
柔
道
部
は
七
月

十
五
日
(
日
)
に
埼
玉
県
で
開
催

さ
れ
る
関
東
ジ
ュ
ニ
ア
体
重
別

選
手
権
に
駒
を
進
め
て
い
る
。

将

棋

部

菊
地
君
、
悔
し
い
準
優
勝

七
月
七
日
(
土
)
、
八
日
(
日
)

に
行
わ
れ
た
全
国
高
校
将
棋
竜

王
戦
県
予
選
会
に
本
校
将
棋
部

が
出
場
。
決
勝
戦
、
本
校
の
菊
地

優
志
君
(
英
二
年
)
は
、
高
嶋
君

(
宇
都
宮
南
)
と
全
国
大
会
出
場

を
争
っ
た
が
、
惜
し
く
も
準
優

勝
と
な
っ
た
。

珠

算

部

団
体
の
部
、
準
優
勝
!

六
月
二
日
(
土
)
に
開
催
さ
れ

た
第
回
回
全
国
高
校
珠
算
電
卓

競
技
大
会
県
予
選
会
で
、
本
校

珠
算
部
が
電
卓
団
体
の
部
で
見

事
準
優
勝
を
果
た
し
た
。
チ
ー

ム
全
員
が
二
年
生
で
、
厳
し
い

練
習
と
合
宿
の
成
果
が
現
れ
た

結
果
と
な
っ
た
。

隠且，----， ~夕、

景ド可関
高同|東
校げ|大
パ hパ舎

三川Ie万
三同司主
トけ|な

N ボいLイ結
Ji l ]果

1レ h戸

ト大
8会

日
円
円
凶
〕

関
東
高
校
テ
ニ
ス
大
会

(
団
体
)

2

回
戦
進
出

(ダ
ブ
ル
ス
)

山
口
優
紀
・
柿
沼
拓
実
組

阿
久
津
亮
汰
・
竹
村
健
太
組

-
回
戦
敗
退

嗣
ハ
剛
〕

第
臼
回
関
東
高
等
学
校
卓
球
大
会

(
団
体
)

1

回
戦
敗
退

(ダ
ブ
ル
ス
)

迫
田
樹
・
井
坂
秀
俊
組

1
回
戦
敗
退

(シ
ン
グ
ル
ス
)

菊

地

真

澄

迫

田

樹

2
回
戦
進
出

同
門
凶
阻
U

第

ω回
関
東
高
等
学
校
柔
道
大
会

(
団
体
)

2

回
戦
進
出

囚
門
〕
哩

第
回
回
関
東
高
等
学
校
剣
道
大
会

(
団
体
)
予
選
リ
l
グ
敗
退

(
個
人
)

戸
野
塚
洗
紀

1
回
戦
敗
退

同
巾
円
闘
凶
閏

関
東
高
等
学
校
陸
上
競
技
選
手
権

《
円
盤
投
げ
》

田

代

美

砂

希

安

達

卓

也

《砲
丸
投
げ
》

田

代

美

砂

希

安

達

卓

也

門

i
メ
l
Q
u

q
d
ト
ル
Q
d

門

J
メ
l
p
h
d

q
d
ト
ル
ハ
U

ワ
臼
メ

1

ヮ“

1
i
ト
ル
A
U

--
メl
F
U

-
-
ト
ル

A
t

激
関
口
甲
子
園
県
予
選

第
悦
回
全
国
高
校
野
球
選
手

権
栃
木
大
会
が
七
月
十
四
日
(
土
)

に
開
幕
し
ま
し
た
。
県
内
の
強

豪
校
と
の
激
闘
を
、
ぜ
ひ
球
場

で
応
援
し
よ
う
!

《
一
年
生
応
援
日
》

準
決
勝
七
月
二
十
八
日
(
土
)

日
時
泊
分
試
合
開
始

合一

・三
年
生
応
援
日
》

決
勝
戦
七
月
二
十
九
日
(日
)

叩
時
試
合
開
始

(2
試
合
と
も
県
営
球
場
に
て
開
催
)

高
校
国
際
弁
論
大
会

高
橋
君
大
健
闘

六
月
十
四
日
(
木
)
、
県
立
博

物
館
に
て
、
国
際
協
力
な
ど
を

テ
l
マ
に
高
校
生
が
英
語
で
ス

ピ
ー
チ
す
る
「第
お
回
国
際
理

解
英
語
弁
論
大
会
」
が
開
催
さ

れ
た
。
本
校
の
高
橋
英
統
君
(
英

一
年
)
は
帰
国
子
女
や
留
学
経

験
者
と
い
っ
た
ラ
イ
バ
ル
を
抑

え、

4
位
1
7
位
入
賞
に
当
た

る
努
力
賞
を
獲
得
し
た
。
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夏
期
特
別
教
育
活
動

期
間
中
の
過
ご
し
方

第文星 芸大附 now!

夏
季
特
別
教
育
活
動
期
間
(
夏

休
み
)
は
、
訪
日
間
に
渡
る
長
い

休
み
で
す
が
過
ご
し
方
ひ
と
つ

で
、
楽
し
い
夏
休
み
に
な
っ
た

り
、
つ
ま
ら
な
い
夏
休
み
に
な

っ
た
り
し
ま
す
。
よ
り
良
い
夏

休
み
に
す
る
た
め
に
自
主
的
に

計
画
を
立
案
し
、
成
果
が
上
げ

ら
れ
る
よ
う
に
し
て
も
ら
い
た

い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
生
徒
諸

君

一
人
ひ
と
り
が
、
第
二
学
期

始
業
式
に
全
員
無
事
に
元
気
で

登
校
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し

い
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
私
か
ら

い
く
つ
か
の
留
意
点
を
述
べ
ま

す
の
で
よ
く
考
え
て
み
て
く
だ

さ
い
。

一
つ
目
は
、
自
分
の
計
画
を

き
ち
ん
と
立
て
、
計
画
表
を
作

成
し
て
く
だ
さ
い
。
最
優
先
す

る
学
校
行
事
を
把
握
し
、
そ
れ

か
ら
家
族
旅
行
の
予
定
、
学
習

計
画
な
ど
を
立
て
る
こ
と
が
良

平成24年 7月20日

い
で
し
ょ
う
。
特
に
、
課
題
は
早

め
に
終
わ
ら
せ
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

二
つ
目
は
、
問
題
行
動
や
事

件
な
ど
に
艶
わ
な
い
、
巻
き
込

ま
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

夏
休
み
は
様
々
な
誘
惑
に
陥
り

や
す
い
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

軽
率
な
行
動
を
慎
み
、
本
校
の

生
徒
と
し
て
の
自
覚
を
持
っ
て

行
動
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
携
帯
電
話
等
の
ト
ラ
ブ

ル
も
非
常
に
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
夏
休
み
中
は
開
放
的
に
な

り
が
ち
で
す
の
で
、
十
二
分
に

気
を
つ
け
て
使
用
す
る
よ
う
に

心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

三
つ
目
は
、
夏
休
み
の
長
い

期
間
、
学
校
か
ら
離
れ
て
家
庭

中
心
の
生
活
を
す
る
わ
け
で
す

か
ら
、
家
族
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
十
分
に
と
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。
外
出
を
す

る
際
に
は
、
必
ず
行
き
先
や
帰

宅
時
間
、
誰
と
行
く
の
か
な
ど

を
き
ち
ん
と
家
族
に
伝
え
る
よ

う
に
し
て
下
さ
い
。

こ
の
三
つ
の
こ
と
に
留
意
し
、

有
意
義
な
夏
休
み
で
あ
っ
た
と

言
え
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

夏
休
み
を
通
し
て
二
回
り
大

き
く
、
た
く
ま
し
く
な
っ
た
生

徒
諸
君
に
会
え
る
こ
と
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。

社
会
縄
問
ぬ
ぬ
γ

中
学
校
で
は
、
六
月
八
日
(
金
)

の
創
立
記
念
式
典
終
了
後
に
、

社
会
科
見
学
と
し
て
足
尾
銅
山

と
富
弘
美
術
館
へ
行
っ
て
き
ま

し
た
。
事
前
学
習
も
し
っ
か
り

し
て
い
た
の
で
、
た
く
さ
ん
の

こ
と
を
学
べ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

足
尾
銅
山
で
は
、
ト
ロ
ッ
コ

に
乗
っ
て
坑
内
見
学
を
し
た
り
、

資
料
館
見
学
な
ど
を
通
し
て
、

そ
の
歴
史
を
学
び
ま
し
た
。
江

戸
時
代
の
手
彫
り
の
様
子
な
ど
、

約
四
百
年
の
歴
史
が
ろ
う
人
形

な
ど
で
再
現
さ
れ
て
い
て
、
少

し
ひ
ん
や
り
し
た
坑
内
で
独
特

の
雰
囲
気
を
味
わ
い
ま
し
た
。

富
弘
美
術
館
で
は
、
星
野
富

弘
さ
ん
の
生
き
方
や
想
い
に
、

皆
、
心
動
か
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

人
そ
れ
ぞ
れ
、
感
動
し
た
絵
や

詩
は
違
う
と
思
い
ま
す
が
、
今

回
学
ん
だ
こ
と
を
、
今
後
の
生

活
に
生
か
し
て
く
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

富弘美術舘の前には
大きな湖が・..

六
月
十
六
日
(土
)
に
、
本
校

初
め
て
の
試
み
と
な
る
、
体
育

祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
雨
天
に
見
舞
わ
れ

て
し
ま
い
、
当
初
予
定
し
て
い

た
種
目
は
行
え
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
体
育
館
で
保
護
者
を
交
え

て
ド
ッ
チ
ボ
l
ル
を
行
い
ま
し

た
。ド

ッ
チ
ボ

1
ル
は
、
白
熱
し

た
試
合
を
繰
り
広
げ
、
各
ク
ラ

ス
の
団
結
も
深
ま
っ
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。

優

勝

三
年

一
組
・
保
護
者

準
優
勝

二
年
二
組

三

位

一
年

一
組

優勝した3年生円陣で気合

六
月
二
十
三
日
(
土
)
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
実
践
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
当
初
予
定
し
て
い
た
中
央

公
園
の
清
掃
活
動
は
、
雨
天
の

た
め
中
止
と
な
り
、
以
前
か
ら

生
徒
会
が
中
心
と
な
っ
て
集
め

て
い
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ

ッ
プ
を
洗
い
、
数
を
数
え
る
と

い
う
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

合
計
で
二
万
八
千
五
百
二

十
六
個
の
キ
ャ
ッ
プ
を
集
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
後
日
宇

都
宮
市
の
回
収
場
所
に
生
徒
会

長
の
岡
崎
君
と
副
会
長
の
斎
藤

君
が
届
け
に
行
き
ま
し
た
。

こ
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ

ッ
プ
は
、
約
八
百
個
で

一
つ
の

ワ
ク
チ
ン
と
な
り
ま
す
。
今
回

の
活
動
で
は
、
約
二
十
三
人
分

の
ワ
ク
チ
ン
に
相
当
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
こ
の
活
動
は
継
続

し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
協
力

お
願
い
し
ま
す
。

キャッブの数を数える様子

字
河
地
区
総
体
始
ま
る

七
月
十
五
日
(
日
)
か
ら
、
三

年
生
は
最
後
の
大
会
が
始
ま
り

ま
す
。三
年
間
の
成
果
を
存
分

に
発
揮
し
て
下
さ
い
。

将
棋
部
は
、
六
月
十
七
日
(
日
)

に
行
わ
れ
た
、
中
学
校
将
棋
団

体
戦
に
お
い
て
見
事
優
勝
し
、

東
日
本
大
会
へ
の
出
場
を
き
め

ま
し
た
。
本
選
で
の
活
躍
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

優
勝
メ
ン
バ
ー

三
年
一

組

岡

本

一
仁

原

田

拓

神
永
慶

一
郎

二
年

一
組

県
大
会
出
場
お
め
で
と
う

六
月
二
十
六
日
(
火
)
に
行
わ

れ
た
、
宇
河
地
区
水
泳
大
会
に

お
い
て
、

三
名
が
標
準
記
録
を

突
破
し
、
県
大
会
出
場
を
決
め

ま
し
た
。

一
年

一
組

安

達

瑛

大

mm平
泳
ぎ
(
二
位
)

mm平
泳
ぎ
(
二
位
)

年

400100組
m m 
自白中
由由村
形形
士会 峻

亙厄輔

二
年

一
組

神

永

慶

一
郎

叩

m
自
由
形
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本
校
の
山
本
萌
絵
さ
ん
が
茶

道
裏
千
家
淡
交
会
主
催
の
「
学

校
茶
道
エ

ッ
セ
イ
」
で
優
秀
賞

(
一
位
)
を
受
賞
し
ま
し
た
。

文星芸大附 now!

「
一
服
の
お
茶
か
ら
」山

本
萌
絵

一
服
の
お
茶
か
ら
、
私
の

一

日
は
始
ま
る
。
自
分
が
飲
む
お

茶
で
は
な
く
、
亡
き
祖
父
母
の

た
め
の
お
茶
で
あ
る
。

物
心
つ
い
た
と
き
か
ら
、
私

の
周
り
に
は
「お
茶
」
が
あ
っ
た
。

お
茶
を
栽
培
し
て
い
る
家
に
育

っ
た
と
い
う
祖
父
、
茶
道
を
学

ん
だ
と
い
う
祖
母
そ
し
て
母
。

毎
食
後
の
お
茶
は
も
ち
ろ
ん
、

節
句
や
ら
お
祝
い
や
ら
に
は
、

そ
れ
に
合
っ
た
お
菓
子
と
お
茶

が
当
た
り
前
だ
っ
た
。

い
わ
ゆ
る
「茶
道
」を
習
い
始

め
た
の
は
六
才
の
頃
で
あ
る
。

お
茶
好
き
の
兄
に
く
っ
つ
い
て
、

母
も
通
っ
て
い
た
先
生
の
所
に

行
く
こ
と
に
な
っ
た
。
手
入
れ

の
行
き
届
い
た
お
庭
の
茶
室
は
、

子
供
な
が
ら
に
別
世
界
で
、
憧

れ
の
場
所
で
あ
っ
た
。
し
や
か

し
や
か
と
か
す
か
な
音
を
立
て

て
お
茶
を
点
て
る
の
は
、
何
や

ら
魔
法
の
よ
う
で
、
夢
中
に
な

っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。

は
き
物
の
揃
え
方
、
部
屋
へ

の
入
り
方
、
畳
の
歩
き
方
は
家

で
家
族
か
ら
も
言
わ
れ
て
い
る

号31 (5 )第

こ
と
で
あ
り
、
何
の
違
和
感
も

な
か
っ
た
の
だ
が
、
実
は
、
大
切

な
お
稽
古
だ
っ
た
こ
と
を
知
っ

た
の
は
、
小
学
校
も
中
学
年
を

過
ぎ
た
頃
だ
っ
た
か
と
思
う
。

「
お
茶
の
心
と
言
っ
て
も
、
日

本
人
に
は
当
た
り
前
の
こ
と
な

の
よ
。
」

あ
る
日
、
床
の
間
の
花
を
直

し
な
が
ら
母
が
言
っ
た
。
床
の

間
に
は
祖
父
が
時
々
掛
け
替
え

る
軸
。
あ
る
の
が
当
た
り
前
だ

と
思
い
、
気
づ
か
な
か
っ
た
。
茶

道
の
時
間
に
学
ん
で
い
る
た
く

さ
ん
の
こ
と
が
、
実
は
、
身
の
回

り
に
息
づ
い
て
い
る
こ
と
な
の

だ
。逆
に
、
日
本
人
の
生
き
方
を

集
大
成
し
た
も
の
が
、
茶
道
な

の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

か
す
か
な
水
の
音
に
耳
を
傾

け
る
。
自
然
の
息
づ
か
い
を
楽

し
む
庭
。
庭
木
を
吹
き
抜
け
て

く
る
風
は
、
こ
の
猛
暑
さ
え
も

和
ら
げ
て
く
れ
る
気
が
す
る
。

打
ち
水
を
し
、
庭
を
掃
き
、
人
を

迎
え
る
こ
と
。
時
々
に
合
っ
た

軸
を
か
け
、
花
を
生
け
、
お
菓
子

を
い
た
だ
く
。相
手
を
想
い
、
部

屋
を
整
え
、
器
を
選
ぶ

一
つ
一

つ
に
、
日
本
の
心
が
生
き
て
い

る
と
思
、
っ
。

以
前
、
テ
レ
ビ
番
組
で
、
イ
ギ

リ
ス
の
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
テ
ィ
ー

と
日
本
の
茶
道
を
比
較
し
て
い

た
が
、
外
国
の
方
か
ら
す
る
と
、

日
本
の
お
茶
は
作
法
が
や
や
こ

し
い
ら
し
い
。確
か
に
二
服
の

お
茶
を
出
す
ま
で
に
、
た
く
さ

ん
の
準
備
が
あ
り
、
お
茶
を
点

て
る
の
に
も
細
か
い
作
法
が
あ

る
。
け
れ
ど
、
そ
の

一
つ
一
つ
に

は
、
き
ち
ん
と
意
味
が
あ
り
、
無

駄
が
無
い
の
だ
。
見
え
な
い
所

に
こ
そ
気
を
つ
か
う
こ
と
、

一

つ
一
つ
の
こ
と
に
心
を
こ
め
る

こ
と
。
こ
れ
こ
そ
茶
の
心
、
日
本

の
心
な
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

便
利
さ
が
優
先
さ
れ
西
洋
化

し
て
い
く
中
、
日
本
の
心
を
伝

え
る
場
面
は
減
っ
て
き
た
の
か

も
し
れ
な
い
。
便
利
さ
の
前
に

は
「ど
う
で
も
よ
い
こ
と
」だ
と

言
う
人
も
い
る
。
実
際
、
言
わ
れ

で
も
よ
く
わ
か
ら
な
い
こ
と
も

あ
る
。正
直
、
面
倒
く
さ
い
と
思

っ
て
し
ま
う
事
も
・:
。

し
か
し
、
お
茶
の
稽
古
を
通

し
て
学
ん
で
い
く
と
、
「面
倒
く

さ
い
」
「
ど
う
で
も
よ
い
」
と
い

う
か
す
か
な
こ
と
を
さ
り
げ
な

く
や
っ
て
い
る
こ
と
が
、
美
し

い
と
気
づ
け
る
よ
う
に
な
っ
て

き
た
。
お
箸
の
持
ち
方
さ
え
、
「あ

っ
、
こ
の
人
の
持
ち
方
は
き
れ

い
だ
。
や
っ
て
み
た
い
。
真
似
し

よ
う
。
」と
思
う
。普
段
は
「ま
つ

い
い
か
」
と
思
っ
た
り
、
気
に
も

と
め
な
か
っ
た
り
す
る
こ
と
も

あ
る
が
、
稽
古
の
時
に
、
ほ
ん
の

少
し
立
ち
止
ま
る
機
会
が
あ
る

こ
と
は
、
何
だ
か
嬉
し
い
。

叔
母
が
お
茶
を
始
め
て
し
ば

ら
く
し
た
こ
ろ
、
祖
母
か
ら
「お

前
の
動
き
、
や
っ
と
人
間
ら
し

く
な
っ
た
ね
。
」
と
言
わ
れ
て
、

家
族
中
大
笑
い
し
た
の
だ
そ
う

だ
。
「人
間
ら
し
く
」
と
い
う
言

葉
に
皆
び
っ
く
り
し
た
ら
し
い

が
、
共
に
お
茶
を
始
め
て
い
た

母
も
、
お
転
婆
だ
っ
た
妹
の
変

わ
り
ょ
う
を
喜
ん
だ
と
い
う
。

お
茶
を
通
し
て
、
日
本
人
の

心
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
と
て

も
幸
せ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
日
本

人
の
心
も
大
切
に
教
え
て
く
れ

た
祖
父
母
、
家
族
に
も
感
謝
し

て
い
る
。

幼
い
頃
は
、
祖
母
が
母
の
た

め
に
縫
っ
た
七
五
三
の
着
物
を

着
て
茶
会
に
出
た
。
十
三
詣
は

母
の
着
物
を
肩
上
げ
し
て
着
た
。

祖
母
か
ら
母
へ
、
母
か
ら
私
へ

と
、
日
本
の
心
は
伝
え
ら
れ
て

い
る
。物
を
通
し
て
、
茶
道
を
通

し
て
気
づ
く
こ
と
が
多
い
が
、

日
常
の
中
に
た
く
さ
ん
の
伝
統

が
あ
る
の
だ
と
思
う
。

今
年
は
、
祖
父
母
の
初
盆
だ

っ
た
。
そ
れ
こ
そ
た
く
さ
ん
の

し
き
た
り
が
あ
り
、
大
忙
し
だ

っ
た
。
そ
の

一
つ
一
つ
を
、
祖
父

母
を
想
い
な
が
ら
準
備
す
る
家

族
の
姿
は
、
相
手
を
想
い

一
服

の
お
茶
を
点
て
る
茶
道
の
心
そ

の
も
の
で
あ
っ
た
と
思
う
。
お

客
様
の
中
に
は
、
「今
ど
き
こ
ん

な
に
立
派
に
お
盆
さ
ん
し
て
あ

げ
る
家
は
少
な
い
よ
。
が
ん
ば

っ
た
ね
。」と
言
っ
て
く
だ
さ
る

方
も
い
た
。
大
変
で
も
、
面
倒
で

J

づ一
尾

i瀬

~~ 
i山
躍、

一
年
生
の
サ
マ

l
キ
ャ
ン

プ
の
下
見
で
尾
瀬
に
行
く
こ

と
に
な
っ
た
。
尾
瀬
と
い
え

ば
湿
原
と
水
芭
蕉
ぐ
ら
い
の

知
識
し
か
な
か
っ
た
私
だ
が
、

サ
マ

I
キ
ャ
ン
プ
の
引
率
が

決
ま
っ
た
こ
と
で
知
っ
た
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
ま
ず
、

携
帯
電
話
が
全
く
使
え
な
い

こ
と
。
(
衛
星
電
話
と
い
う
も

の
が
あ
る
こ
と
を
初
め
て
知

っ
た
)
ま
た
、
環
境
保
全
の
た

め
シ
ャ
ン
プ
ー
-リ
ン
ス
類
、

石
鹸
、
歯
磨
き
粉
は
禁
止
。
ト

イ
レ
も
チ
ッ
プ
制
(募
金
制
)

の
有
料
ト
イ
レ
。
シ
ー
ズ
ン
や

山
小
屋
に
よ
っ
て
は
、
風
日
で

使
え
る
湯
の
量
も
決
め
ら
れ
て

い
る
。
そ
こ
ま
で
の
不
便
さ
を

強
い
ら
れ
な
が
ら
多
く
の
人
々

が
尾
瀬
を
訪
れ
る
の
は
な
ぜ
な

の
か
。

下
見
第
一
日
目
の
行
程
を
終

え
て
山
小
屋
の

一
室
に
入
っ
た

(
レ
ト
ロ
で
あ
る
)
あ
く
ま
で
も

こ
こ
は
、
山
小
屋
で
あ
っ
て
旅

館
で
は
な
い
こ
と
を
生
徒
に
よ

く
言
っ
て
聞
か
せ
ね
ば
:
:
:
な

ど
と
考
え
な
が
ら
窓
の
外
に
目

を
向
け
る
。
部
屋
の
窓
か
ら
尾

i
h
一

瀬
ケ
原
が

一
望
で
き
る
。
至
仏

山
(
し
ぶ
っ
さ
ん
)
を
パ
ッ
ク

に
白
、
朱
、
黄
、
紫
・・・
・・・
色
と
り

ど
り
の
花
々
が
点
在
す
る
湿

原
を
、
取
水
林
と
呼
ば
れ
る
林

が
川
の
流
れ
に
沿
っ
て
横
切
り
、

ひ
と
す
じ
の
木
道
が
そ
の
中

に
消
え
て
い
く
。
霧
が
流
れ
て

き
た
。
時
間
が
止
ま
る
・・
・・・・
。

あ
あ
、
こ
れ
な
の
だ
と
ひ
と
り

納
得
し
た
。体
の
疲
れ
も
不
便

さ
も
そ
ん
な
こ
と
は
ど
う
で

も
い
い
と
思
え
て
し
ま
う
、
静

か
で
清
浄
な
世
界
が
そ
こ
に

は
広
が
っ
て
い
た
。

も
、
忘
れ
て
は
い
け
な
い
、
欠
か

し
て
は
い
け
な
い
大
切
な
こ
と
。

確
か
に
あ
る
の
だ
と
思
う
。

精
霊
棚
に
、
い
つ
も
の
よ
う

に
お
茶
を
お
供
え
し
た
。
た
っ

た

一
服
の
お
茶
で
は
あ
る
が
、

そ
こ
に
は
、
祖
父
母
へ
の
感
謝

と
、
今
ま
で
学
ん
で
き
た
こ
と

の
積
み
重
ね
と
、
こ
れ
か
ら
も

頑
張
る
ぞ
と
い
う
想
い
が
つ
ま

っ
て
い
る
。

一
服
の
お
茶
を
満
足
に
入
れ

ら
れ
る
こ
と
の
で
き
る
、
満
ち

足
り
た
人
に
な
る
た
め
に
、
こ

れ
か
ら
も
心
を
磨
き
、
た
く
さ

ん
の
こ
と
を
学
ん
で
い
き
た
い
。
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